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宗援連の趣旨

• 「多様な試みの情報をつきあわせ、お互いの経
験から学びあう、宗教、宗派を超えた宗教者の
連絡組織として、被災者や避難者の助けとな
る」



情報交換会の主な話題

• 避難者受け入れ 
• 被災地での救援・支援活動 
• 読経、供養 
• 被災者の心のケア 
• 被災地での宗教間協力 
• シニアボランティア 
• 保養プログラム





「心の相談室」設立理念
• 「これまでの日本では、死者の弔いは宗教者の責
務と位置づけられてきました。しかし今回のよう
に未曾有の大量死に直面した時、その弔いは宗教
者にとって、宗派教派を越えて広く取り組むべき
大きな課題となっているものと思われます。もち
ろん弔いの儀礼が継続的に行われる一方で、残さ
れた遺族に対しては悲嘆ケア、さらには生活の再
編に至る包括的な支援が必要になってくることは
言うまでもありません。」



「心の相談室」の活動

• Café de Monk（避難所・仮設住宅集会所での
移動傾聴喫茶） 

• ラジオCafé de Monk 

• 月例合同慰霊祭（仙台市・葛岡公園墓地）



「臨床宗教師」養成
• 東北大学文学部実践宗
教学寄附講座：2012
年4月開設。臨床宗教
師研修を実施。



連携を生んだ3つの要因
• 未曾有の大災害にさいし、ともに祈り、支える
共通の場が生まれた 

• 「寄り添い」・「傾聴」の重視：独善的な信仰
や価値観の押しつけを排し、当事者の苦しみ・
悲しみに寄り添う姿勢へのコンセンサスの醸成 

• 宗教者の支援活動や宗教施設の復旧・復興をめ
ぐる「政教分離の壁」の共通認識



寄り添い・傾聴
• 救援と救済のジレンマ［岡尾・渡邊・三木2013］ 
• 神義論、宗教的脅迫と社会との断絶［藤田2013］ 
• 臨床宗教師倫理綱領（2013年8月20日改訂）：「臨
床宗教師はケア対象者の信仰・信念や価値観、社会文
化的背景等を尊重しなければならない。臨床宗教師は
ケア対象者に対して、自身の信仰・信念や価値観に基
づいてケア対象者の話を解釈することがないようにす
べきである。そのために臨床宗教師は、絶えずそれら
を自覚化するよう心がける必要がある。」



「政教分離の壁」
• 「福島復興再生基本方針」（2012年7月13日閣議決定）パブリッ
クコメント募集に対する日本宗教連盟、全日本仏教会の要望「帰還
した人々の心を安定させ、生活や文化の向上を図るためにも、地域
の宗教施設や伝統文化に基づく宗教文化の継承は必要なもの」 

• 復興庁の回答…憲法20条を理由に「あくまでも文化、観光等の再
生の観点から、結果的に対象となっている」 

• 日宗連・全仏、再度申し入れ→復興庁、回答補足「宗教施設である
からといって、直ちに国の施策の対象外となるものではなく、例え
ば、上記の地域の伝統や文化、コミュニティの再生等の面から、地
域の復旧・復興施策の対象となり得るものと考えております」
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まとめ
• 宗教者による支援の連携のプラットフォームづく
りとその周知化の必要性 

• 行政（自治体と宗教施設との協定締結の動き）・
NPO・NGO・医療などとの連携 

• 異なる宗教伝統によるアプローチの違いを認め
つつ、支援のあり方の学びあいを深める必要性


